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け
ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ア
ー
は
山
口
地
域

の
総
合
防
災
訓
練
と
し
て
も
行

わ
れ
、
地
震
の
発
生
を
知
ら
せ

る
サ
イ
レ
ン
と
と
も
に
各
集
会

所
へ
一
時
避
難
し
た
皆
さ
ん
が
、

指
定
避
難
場
所
へ
避
難
す
る
と

い
う
想
定
で
公
民
館
に
集
ま
り

ま
し
た
。

玄
関
に
置
か
れ
た
地
震
体
験

車
で
は
約
2
百
人
の
方
が
東
海

や
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
コ
ー

ナ
ー
で
相
談
す
る
な
ど
熱
心
な

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
起
こ
り
う
る
災
害
に
よ

る
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す
た

め
の
意
識
付
け
に
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

食器棚が倒れたら

学ばれました
よ
り
初
め
て
の
開
催
に
漕
ぎ
つ

を
受
け
た
り
、
無
料
耐
震
診
断

平成21年9月1日

第 49号

(毎月１日発行)

中津川市

山口総合事務所

心肺蘇生に取り組む参加者
地震体験では、孫をかば
８
月
23
日
、
山
口
公
民
館
に

お
い
て
、
約
3
百
人
の
参
加
者

を
迎
え
、
山
口
地
域
防
災
フ
ェ

ア
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年

７
月
に
発
足
し
た
山
口
地
域
自

主
防
災
会
連
合
会
と
山
口
地
域

づ
く
り
推
進
協
議
会
安
心
・
安

全
づ
く
り
部
会
が
主
催
し
た
も

の
で
、
多
く
の
方
の
ご
尽
力
に

地
震
を
想
定
し
た
揺
れ
を

震
度
７
の
激
し
い
揺
れ
に

り
悲
鳴
が
上
が
る
ほ
ど
で

各
種
の
展
示
が
行
わ
れ

階
集
会
室
で
衝
撃
的
だ
っ

は
、
家
具
の
転
倒
実
演
。

外
の
勢
い
で
倒
れ
る
食
器

激
し
い
音
と
と
も
に
飛
び

食
器
、
棚
の
下
敷
き
と
な

つ
ぶ
れ
た
人
形
、
悲
惨
な

に
恐
々
覗
き
込
む
参
加
者

が
印
象
的
で
し
た
。

そ
の
他
、
防
災
用
品
や

転
倒
防
止
の
コ
ー
ナ
ー
で

(0573)75－2126い体制を崩す姿も！

地地
震震
はは
、、
何何
時時
やや
っっ
てて
来来
るる
かか

わわ
かか
りり
まま
せせ
んん
！！

防防
災災
意意
識識
をを
高高
めめ
まま
しし
ょょ
うう
多くの方が熱心に
1

体
験
。

時
お

し
た
。

た
3

た
の

予
想

棚
、

散
る

っ
て

光
景

の
姿

家
具

説
明
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「「
読読
売売
新新
聞聞
創創
刊刊
１１３３５５
周周
年年
記記
念念
」」

新新
時時
代代
のの
日日
本本
にに
ふふ
ささ
わわ
しし
いい

景景
観観
をを
選選
定定
！！

平平
成成
百百
景景
認認
定定
授授
与与
式式

読
売
新
聞
が
読
者
か
ら
64
万
票

も
集
め
た
大
好
評
企
画
「
平
成

百
景
」
に
、
素
朴
な
風
情
が
人

気
の
中
山
道
の
宿
場
町
と
し
て

妻
籠
・
馬
籠
宿
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
8
月
15
日
（
土
）
馬
籠
宿

に
お
い
て
、
原
中
津
川
市
観
光

協
会
長
、
安
藤
馬
籠
観
光
協
会

長
、
加
藤
市
議
ら
が
立
ち
会
う

中
、
大
山
市
長
が
読
売
新
聞
社

か
ら
認
定
証
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
中
津
川
市
を
代
表
す
る
観

光
地
と
し
て
、
益
々
賑
わ
い
を

見
せ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

姉姉
妹妹
都都
市市
大大
磯磯
町町

三三
好好
町町
長長
表表
敬敬
訪訪
問問

8

月
12

日
（
水
）
三
好
正
則

大
磯
町
長
が
、
火
災
で
焼
失
し

た
歴
史
的
価
値
の
あ
る
吉
田
茂

邸
再
建
を
願
い
、
募
金
の
お
願
い

に
中
津
川
市
長
を
表
敬
訪
問
し

ま
し
た
。
こ
の
後
、
馬
籠
宿
に
立

ち
寄
り
、
藤
村
の
墓
参
り
を
し
、

総
合
事
務
所
経
由
で
帰
路
に
立

た
れ
ま
し
た
。
暑
い
中
過
密
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
精
力
的
に
こ
な
さ

れ
ま
し
た
。

募
金
箱
は
、
山
口
総
合
事
務

所
、
記
念
館
前
、
市
役
所
に
も
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

山山
口口
のの
夏夏

多多
彩彩
なな
賑賑
わわ
いい
がが
！！

馬馬
籠籠
盆盆
踊踊
りり
大大
会会

恒
例
に
な
り
ま
し
た
馬
籠
観

光
協
会
主
催
に
よ
る
盆
踊
り
大

会
が
8
月
13
日
～
15
日
に
馬

籠
集
会
所
前
広
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
馬
籠
衆
に
よ
る
太
鼓

演
奏
や
流
し
そ
う
め
ん
も
行
わ

れ
、
3
日
間
を
通
し
約
4
百
人

の
観
光
客
や
地
元
の
人
達
が
馬

籠
の
夏
の
夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

諏諏
訪訪
神神
社社
（（山山
口口
））例例
祭祭

あ
い
に
く
の
雨
と
な
っ
た
例

祭
で
し
た
が
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
み
に
し
て
い
る
祭
り
で
す
。

浦
安
の
舞
、
笛
な
ど
こ
の
日
の

た
め
に
練
習
し
た
も
の
を
神
様

に
奉
納
で
き
ま
し
た
。
今
年
も

豊
作
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

椿椿
苑苑
夏夏
祭祭
りり

8

月
22

日
（
土
）
に
椿
苑
夏

祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午

前
中
の
雨
と
は
、
う
っ
て
変
わ
っ

た
快
晴
で
し
た
。
地
元
の
方
に
よ

る
屋
台
の
出
店
が
囲
む
中
、
黎

明
太
鼓
の
演
奏
や
、
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
キ
ッ
ズ
ビ
ク
ス
の
催
し

を
楽
し
み
、
木
曽
節
を
踊
り
な

が
ら
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
最

後
は
、
山
口
の
夜
空
を
打
ち
上

げ
花
火
が
彩
り
ま
し
た
。

↑中学生の笛・小学生の舞↓

ビンゴで盛り上がる会場

定書を受け取る大山市長
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なな
ぎぎ
ささ
のの
祭祭
典典
参参
加加

大大
磯磯
でで
ごご
へへ
ーー
販販
売売

7
月
25
日
、
姉
妹
都
市
の
神

奈
川
県
大
磯
町
「
な
ぎ
さ
の
祭

典
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
時
期
に
し
て
は
涼
し
い

海
風
が
吹
い
た
会
場
に
は
、
中

村
あ
ゆ
み
さ
ん
の
歌
声
や
夜
空

を
彩
る
花
火
を
楽
し
み
に
七
千

人
の
観
客
が
集
ま
り
ま
し
た
。

藤
村
記
念
郷
、
馬
籠
観
光
協
会
、

山
口
特
産
開
発
㈱
、
山
口
総
合

事
務
所
の
総
勢
9
名
が
、
千
二

百
本
の
五
平
餅
を
販
売
し
ま
し

た
。
祭
典
開
催
の
お
忙
し
い
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
町
長
は
じ

め
、
副
町
長
、
観
光
協
会
の
皆

さ
ん
か
ら
温
か
い
お
も
て
な
し

を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
も
五
平
餅
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
と
の
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

翌
26
日
に
は
地
福
寺
に
藤
村

の
墓
参
り
を
し
て
、
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。

頑頑
張張
りり
まま
しし
たた
！！

自自
転転
車車
大大
会会

7
月
24
日
、
岐
阜
ア
リ
ー
ナ

（
岐
阜
市
）
で
第
32
回
岐
阜
県

交
通
少
年
団
自
転
車
安
全
大
会

が
開
催
さ
れ
、
山
口
小
学
校
の

6
年
生
の
児
童
の
皆
さ
ん
が
出

場
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
応
援
団
が
見
守

る
中
、
走
行
テ
ス
ト
（
安
全
・

技
能
）
学
科
試
験
に
挑
み
ま
し

た
。残

念
な
が
ら
、
入
賞
に
は
手

が
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
5

月
か
ら
2
か
月
に
わ
た
る
練
習

に
共
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
互

い
に
協
力
し
あ
い
、
団
結
し
心

に
残
る
大
会
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

長
期
間
の
練
習
で
学
ん
だ
交

通
安
全
の
知
識
・
ル
ー
ル
・
自

転
車
走
行
の
技
能
で
、
地
域
に

交
通
安
全
の
意
識
を
広
め
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

がんばるぞー！おぅ！
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おお
年年
寄寄
りり
をを

事事
故故
かか
らら
守守
ろろ
うう

8

月
初
め
に
国
道
19

号
山

口
地
内
で
交
通
事
故
が
あ
り
、

お
年
寄
り
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し

た
。こ

の
事
故
を
受
け
、
交
通
安

全
協
会
山
口
支
部
と
坂
下
交
番

で
は
、
死
亡
事
故
の
あ
っ
た
周

辺
地
域
で
お
年
寄
り
の
み
え
る

世
帯
へ
の
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
地
元
の
民
生
児
童

委
員
の
協
力
も
得
て
、
戸
別
に

世
帯
を
訪
問
し
な
が
ら
、「
夜
間

外
出
時
の
蛍
光
タ
ス
キ
着
用
」

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
併

せ
て
、「
振
り
込
め
詐
欺
」
に
つ

い
て
も
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
注

意
を
喚
起
し
ま
し
た
。

お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
は
、
突

然
の
訪
問
に
驚
か
れ
た
様
子
で

し
た
が
、「
困
っ
た
と
き
や
不
審

な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
気
軽
に
交

番
に
電
話
を
」「
暑
い
の
で
、
体

に
気
を
つ
け
て
」
な
ど
の
優
し

い
言
葉
に
表
情
も
和
ら
ぎ
、
嬉

し
い
ふ
れ
あ
い
の
ひ
と
と
き
と

な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

山
口
地
内
に
お
い
て
、
交
通

事
故
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
の
方
の
み
な
ら
ず
、

地
域
全
体
で
交
通
安
全
に
気
を

つ
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

９９
月月
はは
市市
内内
一一
斉斉
清清
掃掃
日日

道
路
、
河
川
の
清
掃
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
の
環
境
は
地
域
で
守
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

毎
年
こ
の
時
期
を
迎
え
る
と

路
肩
の
雑
草
木
が
ど
ん
ど
ん
成

長
し
道
路
ま
で
侵
入
し
て
、
道

路
が
有
効
に
使
用
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

9
月
13
日
（
日
）
が
市
内
一

斉
清
掃
日
で
す
。

道
路
、
河
川
の
雑
草
木
の
除

去
作
業
や
、
ポ
イ
捨
缶
等
収
集

の
環
境
整
備
活
動
に
参
加
し
て

自
分
た
ち
の
地
域
の
環
境
美
化

を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

特特
定定
健健
康康
診診
査査
をを
受受
けけ
まま

しし
ょょ
うう
！！

8
月
末
ま
で
に
、
国
民
健
康

保
険
加
入
者
全
員
に
、
特
定
健

診
受
診
券
を
送
付
し
ま
し
た
。

9
月
2
日
（
水
）

山
口
公
民
館
9
時
～
11
時

ま
ご
め
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

13
時
30
分
～
14
時
30
分

9
月
10
日
（
木
）

川
上
か
た
ら
い
の
里

9
時
～
11
時

9
月
16
日
（
水
）

坂
下
健
康
福
祉
会
館
「
あ
お
ぞ

ら
」
9
時
～
11
時

受
診
希
望
者
は
、
国
民
健
康

保
険
証
、
受
診
券
、
自
己
負
担
金

八
八
〇
円
を
持
参
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
以
外
の
方
で

も
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
で
発
行
さ

れ
て
い
る
受
診
券
、
健
康
保
険
証

を
ご
持
参
い
た
だ
け
れ
ば
、
受

診
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

予
約
が
必
要
で
す
の
で
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
坂
下
健
康
福

祉
会
館
（

七
〇
―
一
〇
一
六
）
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参参
加加
者者
募募
集集
！！

藤
村
の
晩
年
（
「
東
方
の
門
」
）

と
青
春
（
「
春
」
）
の
ゆ
か
り
を

訪
ね
る
旅
（
大
磯
・
湯
河
原
・

箱
根
方
面
）

文
豪
島
崎
藤
村
は
中
津
川
市

馬
籠
に
生
ま
れ
、
神
奈
川
県
大

磯
町
で
晩
年
の
2
年
余
を
過
ご

し
ま
し
た
。
こ
の
ご
縁
を
通
じ

た
姉
妹
都
市
交
流
の
一
環
と
し

て
、
藤
村
の
足
跡
を
め
ぐ
る
バ

ス
の
旅
を
計
画
し
ま
し
た
。
藤

村
逗
留
の
伊
藤
屋
に
宿
泊
し
、

終
焉
の
地
・
大
磯
に
晩
年
の
面

影
と
湯
河
原
・
箱
根
に
ゆ
か
り

を
訪
ね
ま
す
。

藤藤
村村
忌忌

姉
妹
都
市
大
磯
町
と
同
じ
く

馬
籠
で
も
8
月
22
日
（
土
）
の

命
日
に
郷
土
の
文
豪
、
島
崎
藤

村
を
偲
ぶ
「
藤
村
忌
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

永
昌
寺
住
職
に
よ
る
法
要
後

参
列
者
が
献
花
・
献
香
を
し
ま

し
た
。

藤
村
忌
の
催
し
と
し
て
馬
籠

集
会
所
で
は
、
ボ
ニ
ー
ジ
ャ
ッ

ク
ス
に
よ
る
「
藤
村
を
歌
う
」

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
、
藤
村

の
詩
の
す
ば
ら
し
さ
を
改
め
て
、

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆日程（バス利用／１泊２日）

・１日目（11/16・月）

中津川⇒神奈川県大磯(地福寺／墓参・旧藤村邸・大内旅館ほか)⇒湯河原(伊藤屋)泊

・２日目（11/17・火）

湯河原 ⇒ 箱根（環翠楼・旧青木旅館跡ほか） ⇒ 中津川

※講師：藤村記念館 館長 鈴木昭一さん

◆参加費

１人（28,000 円／交通費・宿泊代・１日目の昼食と夕食・２日目の朝食と昼食を含む）

◆定員

20 名（対象：中津川市在住者）

※定員を超えた場合は抽選で決定します。

※参加者には、後日、詳細日程と参加費の納入方法をお知らせします。

◆申込受付期間

9／15（火）～9／25（金）8：30～17：15（ただし、土・日・祝は除く）

◆申込方法

電話または Fax でお申し込みください（参加者の住所・氏名・電話番号をお知らせくだ

さい。）。１件につき２名まで申し込み（２人１組での申し込み）が可能です。

◆申し込みおよび問い合わせ先

山口総合事務所 地域福祉課（℡／75-2126 Fax／75-2131）

なもしら～ぬ♪♪

遠き島より♪
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姉姉
妹妹
都都
市市
だだ
よよ
りり

大
磯
町
ゆ
か
り
の
人
物
で
あ

り
、
日
本
の
立
憲
体
制
の
生
み

の
親
、
初
代
内
閣
総
理
大
臣
を

務
め
た
伊
藤
博
文
が
亡
く
な
っ

て
今
年
で
100
年
目
を
迎
え
ま
す
。

大
磯
町
郷
土
資
料
館
で
記
念
展

示
お
よ
び
関
連
行
事
を
開
催
し

ま
す
。

記
念
展
示
「
滄
浪
閣
の
時
代
」

伊
藤
博
文
の
生
涯
や
大
磯
と

の
関
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
展
示

し
ま
す
。

記
念
講
演
会

▼
内
容

「
伊
藤
博
文
の
生
涯

―
国
際
化
と
近
代
化
へ
の
挑

戦
―
」

▼
講
師

京
都
大
学
教
授

伊
藤
之
雄
氏

▼
内
容
「
伊
藤
博
文
と
大
磯
」

▼
講
師

京
都
大
学
准
教
授

奈
良
岡
聰
智
氏

史
跡
ツ
ア
ー

東
京
都
品
川
区
西
大
井
に
あ

る
伊
藤
博
文
の
墓
所
を
巡
る
史

跡
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

上
映
会

幕
末
、
日
本
の
将
来
を
憂
い
、

命
が
け
で
英
国
に
密
航
し
た
、

若
き
日
の
伊
藤
博
文
を
は
じ
め

長
州
藩
の
５
人
の
志
士
た
ち
を

描
い
た
映
画
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」

を
上
映
し
ま
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ト
ー
ク

ご
希
望
に
よ
り
学
芸
員
が
展

示
解
説
を
し
ま
す
（
随
時
）
。

※
各
催
し
の
問
い
合
わ
せ
は
、

大
磯
町
郷
土
資
料
館


〇
四
六
三
―
六
一
―
四
七
〇
〇

第第
2222
回回
ごご
へへ
～～
祭祭
りり

実実
行行
委委
員員
会会
だだ
よよ
りり

総
務
部
会

ポ
ス
タ
ー
作
成
中
！

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
調
整
中
！

ご
へ
ー
焼
き
部
会
、
物
産
部
会

両
部
会
長
、
営
業
許
可
説
明

に
恵
那
保
健
所
ま
で
出
向
き

ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
部
会

今
年
度
の
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト

「
ギ
ャ
ル
曽
根
の
大
食
い
」

企
画
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

会
場
部
会

仮
設
ト
イ
レ
、
水
道
配
管
、

テ
ン
ト
組
み
立
て
業
者
選
定

中
で
す
。

交
通
部
会

ス
ム
ー
ズ
な
駐
車
警
備
体
制

へ
と
業
者
と
交
渉
し
て
ま
す
。

馬馬
籠籠
文文
化化
交交
流流
施施
設設

市市
内内
・・外外
へへ
発発
信信

7
月
よ
り
、
ふ
る
さ
と
学
校

（
旧
神
坂
小
学
校
を
改
名
）
、
総

合
グ
ラ
ン
ド
、
馬
籠
ふ
れ
あ
い

広
場
、
馬
籠
自
然
休
養
村
セ
ン

タ
ー
が
「
馬
籠
文
化
交
流
施
設
」

と
し
て
新
た
な
形
で
、
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
学
校
は
、
平
成
10

年
に
全
面
改
築
さ
れ
、
ま
だ
木

の
香
り
の
す
る
施
設
で
す
。
今

年
の
夏
は
市
内
を
は
じ
め
、
県

内
外
か
ら
17
の
団
体
、
グ
ル
ー

プ
に
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
外
か
ら
の
利
用
者
は
、
自

然
環
境
の
良
さ
、
交
通
の
便
、

さ
ら
に
は
観
光
地
が
近
い
と
い

っ
た
点
か
ら
も
喜
ば
れ
る
よ
う

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
利
用
者
の

声
を
聞
き
施
設
の
充
実
を
図
る

と
共
に
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
よ
う
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

伊
藤
博
文
没
後
100
年
記
念
行
事
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町町
内内
対対
抗抗
ソソ
フフ
トト
ババ
レレ
ーー
ボボ

ーー
ルル
大大
会会
優優
勝勝
はは
、、
どど
のの
町町

内内
会会
のの
手手
にに
！！

住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図

る
た
め
に
、
今
年
度
か
ら
各
町

内
会
選
出
の
体
育
委
員
の
皆
様

に
参
加
の
取
り
ま
と
め
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
参
加
チ
ー
ム
は
、

25
町
内
会
中
8
町
内
会
9
チ

ー
ム
で
し
た
。
参
加
さ
れ
た

方
々
は
、
久
し
ぶ
り
に
い
い
汗

を
か
か
れ
楽
し
そ
う
で
し
た
。

一
位

第
4
町
内
会

二
位

第
3
町
内
会

三
位

第
10
町
内
会

四
位

荒
町

五
位

峠

六
位

新
田
B

七
位

第
5
町
内
会

八
位

新
田
A

九
位

第
9
町
内
会

運運
動動
会会
実実
行行
委委
員員
会会
始始
動動

山
口
地
域
区
長
会
、
体
育
委

員
、
体
育
協
会
、
地
域
づ
く
り

で
構
成
さ
れ
る
運
動
会
実
行
委

員
会
が
今
年
度
の
「
山
口
地
域

運
動
会
」
に
向
け
て
始
動
を
始

め
ま
し
た
。
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
が
楽
し
め
る
、
地
域
住
民

の
親
睦
の
場
と
し
て
進
め
て
い

ま
す
。

日

時

10
月
4
日
（
日
）

場

所

山
口
小
学
校
校
庭

子子
どど
もも
がが
いい
っっ
ぱぱ
いい

長
い
と
思
っ
て
い
た
夏
休
み
も
、

も
う
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
夏
休
み
中
、
公
民
館
で
は

子
ど
も
た
ち
の
声
が
絶
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
宿
題
や
陶
芸
、
物
作

り
等
い
ろ
ん
な
こ
と
を
体
験
し
、

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り

を
、
保
護
者
の
方
み
ん
な
の
力
で

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

図図
書書
館館
をを
利利
用用
しし
まま
しし
ょょ
うう

一
日
20
分
、
読
書
に
取
り
組
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

昔
は
、
「
読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
」

と
言
わ
れ
た
時
代
も
あ
り
ま
し

た
が
、
読
書
離
れ
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
何
年
も
経
ち

ま
す
。

テ
レ
ビ
、
ゲ
ー
ム
等
の
時
代
と

な
っ
た
今
こ
そ
、
読
書
を
習
慣
付

け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。公

民
館
で
は
、
畳
を
ひ
い
た
幼

児
と
母
親
の
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
ま

し
た
。
ま
た
、
み
な
さ
ん
か
ら
の

読
み
た
い
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
も

応
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
が
短
く
な
り
、
夜
が
長
く
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
今
年
の
秋
は
、

「
読
書
の
秋
」
に
し
ま
し
ょ
う
。

子、隣人みんなで楽しく

ジャンプ、アタック！！
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新型インフルエンザへの集団感染が、恵那市、瑞浪

市でも確認されました。この夏場においても感染が拡

大しておりますので、引き続き手洗い、うがい、咳エ

チケットなどの予防対策を行いましょう。

日・曜日 ゴミ 行 事

16 水 特定健診【あおぞら】9:00～11:00

17 木 可燃 生きがい大学

18 金

19 土 神坂･馬籠地区運動会

20 日 熊野神社社例祭(峠)

21 月 可燃 山口地域敬老会【山口公】10:30

秋の全国交通安全運動（～30 日）

22 火

23 水

24 木 可燃

25 金

26 土 わくわく体験

27 日

28 月 可燃,資源,硬質

29 火 リハビリ教室【山口公】13:30

30 水 1 歳児相談･離乳完了期栄養相談

【あおぞら】9:30

６か月児相談【あおぞら】13:00

日・曜日 ゴミ 行 事

1 火

2 水 不燃 特定健診【山口公】9:00～11:00

特定健診【休養村】13:30～14:30

3 木 可燃 母子健康手帳交付【あおぞら】9:45

4 金

5 土

6 日

7 月 可燃 予防接種(三種混合)【あおぞら】13:30

予防接種(ＢＣＧ)【あおぞら】14:15

8 火 リハビリ教室【山口公】13:30

9 水 ３歳児健診【あおぞら】13:00

ふれあい教室【４区集会所】13:30

10 木 可燃 特定健診【かたらい】9:00～11:00

ふれあい教室【６区集会所】13:30

11 金 ふれあい教室【上の原集会所】10:00

ふれあい教室【峠研修センター】13:30

行政相談【山口公】10:00

12 土

13 日 市内一斉清掃

神坂･馬籠地区敬老会

【ふるさと体育館】11:00

14 月 可燃 乳幼児なんでも相談【山口公】9:45

15 火 乳幼児学級【山口公】10:00

リハビリ教室【山口公】13:30

【山口公】…山口公民館

【山口総】…山口総合事務所

【あおぞら】…坂下健康福祉会館「あおぞら」

【ふるさと体育館】…馬籠ふるさと学校体育館

【休養村】…馬籠自然休養村センター

※行事・日時は変更になる場合がありますのでご注意
ください

山口地区の

人口と世帯

( ８月１日現在 )

人口 1,957 人

(前月比 ＋4 )

男 … 940 人

女 … 1,017 人

世帯…651世帯


